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はじめに

　AII（AS−RFP の 装置 で作 られる RFI》プラズ マ に トロ イダル 方向に振動電

場 をかけ、多チャ ン ネル 磁気 プ ロ ーブに よ り、プラ ズ マ 内部の 磁揚を測定

する こ とで 、RFP プラズ マ への トロ イダル 振動電場印加の 効果 を調べ た。
こ の ときの 周回電圧、プラズマ 電流、平 均 トロ イダル磁 場、プ ラズ マ 表面

の トロ イダノL磁 場の 時間変化 を図 1に ，  ，F，  t（1−F）を図 2 に示 した。
RFIコプラズ マ の部分 緩和

　実際の RFP プラズマ は完全緩和 しない が、部 分緩 和す るもの とみな して 、
無力 配位を記述 する cm 佃 ＝λB （

・・
　Poj）よ り、磁場 に 平行 な 勘 、ポ ロ イ

ダル 、ト ロ イ ダル の 成分毎の λp，λT を（1）式で 定義し振動電場印加直前（700

［μs  ］）の λ訊 p，λT，の 相 関 を図 3に、振動 電腸印加 中の各時刻 に於 ける λ〃．
λp，λ Tの 分布 をそれぞれ図 4，5，6に 示 した。
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RFPプラズ マ の匝量

　RFP プ ラズマ では、　 e ／（1−F）の 値が どの 放電で もほぼ同 じ値（t．5）になるe
この 量は、「（プラズ マ 電 流）〆（プ ラズ マ 中の ポ ロ イダル 電流の 作る トロ イ

ダル磁 束）」の 意味を持ち、早い 振動電場を 印加 した ときに は恒量性 が 破れ、
図 2 に見 られ るよ うに減少 方向の みに変化するの が見 られた。
　それぞれの 詳細な相 関は、ポス タ

ー
発表時に議論ずる。
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29aC24P GAMMA10 に お ける低周波密度揺動の 分散関係 の解析
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　タン デ厶ミラー型プラズマ閉 じ込 め装置 GAMMAIO で は、イオ ン サイクロ トロ ン周 波 数 帯（ICRF ）の 高 周波 を用 い 、典 型的 な値 とし

て中 心閉 じ込 め領 域 に電 子密 度 n 〜2xloiicm
’3，イオン 温 度 ℃

・・4hev，電 子 温度 Te−・10eeV のプラズマ を生成 して い る。そ
の 際、イオン 加熟のための 高周波印加時に ドリフト型の低周 波密度揺動が発生 し、閉じ込めが劣化 する現 象が観測 され る場合 が

ある。更なる高温 高 密 度化 を達成 す るために は、ミラープラズマ 中 にお ける低 周波密度揺動の 成長メカニ ズ 厶や 抑制方法を探るこ

とは 必要 不 可欠 である 。ドリフ ト型 の低 周波 密度 揺動 の 成 長率 は 、電子温度や 電子密度、及びその 空間分布、また、方位角方向と

磁力線方向の 波数 の 比に 依存することが知られてい る 。今回 、方位 角方向及 び磁 力線方向に平 行 に設置 され た静電プロ
ー

ブ

（ESP ）により求めた分散関係を用 いて、ドリフト型の密度揺 勳 の 成長率に つ いての 評価を行 っ た。また 、従来の セン トラル セル 中心

付 近 に加え 、GAMMAIO 中心 に対 して反 対側に新たに約1m 離して ESP を設置し、揺動の 軸方向伝播 に つ い て 計測を行 っ た。
　　図（e）は．方 位 角と磁 力線方向 の 波数比 とドリフト型密度揺動強度の 関係を示したもので ある。その結果、波数比の増大と伴に

その 強度 が増す傾向にあるこ とが明 らか になった 。図（b）は 、磁 力線 方 向の 波 数 と揺 動 の 周波 数 の 関係 である。  は 、セン トラル セ

ル 中 心か ら西 に約30cmの位 置 にあるESPに よっ て計測された 分散関係 を、  は、東に約120cm の 位置にあるESP によっ て計測さ

れた分散関係を示 して い る。これより強く励起される周 波数は異 なるが、GAMMAIO セ ントラル セル ⊂約 5．6m）内全 体 に渡って 揺動 が

励起 され ていることが わ かる 。また、  と  で 波の 位相速度に相 当する酬砺 の 符号が 正負異なることから、セン トラル 内におい て

ドリフ ト型密 度揺動が 中心 か らミラ
ー

ス ロ
ートに 向 か っ て伝播して い るこ とが明らか となっ た。
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図（b｝磁力線方向の 波数と

　 　 揺動 の 分散 関係
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